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慈ニンジェ
悲
仏教を篤く信仰するチベットの人々にとっておそらく最
も大事なことばの一つが慈悲ではなかろうか。慈悲とは他者を慈しむ心であり、それを常に胸に行動することの大切さは今 昔も説かれ続けている。このことばは、ダライ・ラマ法王も折にふれておっしゃっているし、十四世紀に書かれた歴史物語の書にも明確に記さ ている。この書物はチベット建国の歴史を観音菩薩によるチベット 地の教化という形で描き出した のであり、七世紀にチベットを統一した王、ソンツェン・ガンポは観音菩薩の化身として登場する。民話のような語り口で語ら いくこの物語の中に、王が説く次のようなことばがある。同書の邦訳『チベット仏教王伝
―
ソンツェン・ガンポ物語』から引用しよ
う。
それら衆生の耐え難い苦しみを自分のものとして受け
止める強い覚悟とともに、自分の持てる限りの利楽を彼らに与えなさい。そして自分より他者を大切に思うというよき心をもつのです。それがまさに慈悲と菩提心という宝物です。それを常に持ち続ける うにしなさい。自己中心的になりがちな人間を律するこのことばは、現
在もそのまま受け継がれており、チベットの人々の重要な行動指針であり続けている。
誇ラギャ
り
古来長い文学的伝統をもつチベットであ が、小説や自
由詩のような現代的な作品が書かれるようになるのは文化
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
大革命終了後の一九八〇年代になってからである。当時最も大きな影響力のあった作家トンドゥプジャ
（一九五三‐八
五）
は、伝統的な定型詩から離れ、自由詩という新しいス
タイルで民族の誇りを歌い上げる力強い詩を書いた。チベットが中国の支配下に組み込まれていく中で傷つけられてきた民族の誇りを取り戻そうと うメッセージは若者たちを中心に爆発的な人気を博した。そうした詩の中から、『ここにも激しく躍動する生きた心臓がある
―
チベット
現代文学の曙』に収録された表題作の一節を紹介しよう。
民族の希望という熱気は確実に空にのぼり／チベット
の誇りという青雲も、南の地から確かにたちのぼってくる／亡命した者も留まった者たちも立ちあがるだろう／絶望しないでほしい／若人たちよ本土のチベット人と亡命したチベット人との連帯を歌い
上げたこのくだりには著者の痛切な願いが込められている。本土のチベット人がこうした詩を書くのは、当時はもちろん、今も難しい政治情勢 ある。チベット現代史を学ぶ機会があれば、ぜひ 詩も併せて読んでみてほし 。
故パユル
郷
現在のチベットでは、小学校から大学にいたるまで町で
寄宿舎生活を送るようになった若者たちが、長い歴史を通じてチベット文化の土台を形成してきた農業や牧畜業などの生業から切り離され、チベット人としてのアイデンティティを失いつつあるという問題が進行中である。長編小説『チベット文学の新世代
―
雪を待つ』には、その問題の
当事者である若者たちの戸惑 がよく描かれている。生業と文化が密接に結びついてい チベットにおいては、生業を手放し故郷を離れるということは を失 ということに等しい。自らのアイデンティティを揺る す大きな変化の中で生きるチベットの人々。その思 に寄り添う一冊として特 若い人におすすめしたい作品で 。
ほし・いずみ
　 アジア・アフリカ言語文化研究所教授
　 チベット語・チベット文学
文献案内ソナム・ギェルツェン『チベット仏教王伝
―
ソンツェン・ガンポ
物語』今枝由郎監訳、岩波文庫、二〇一五年
トンドゥプジャ『ここにも激しく躍動する生きた心臓がある
―
チ
ベット現代文学の曙』チベット文学研究会編訳、勉誠出版、二〇一二年
ラシャムジャ『チベット文学の新世代
―
雪を待つ』星泉訳、勉誠出版、二〇一五年
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